






渡 邊 秀 司
抄 録
この小論では江戸中後期に流行 した富士講を論 じてい く際の視点として,民 俗信仰について考察す
る。最初に富士講についてその概要を述べる。次に民俗信仰について,荒 木美智雄,島 薗 進 らの説
を述べなが ら,民俗信仰の持つ 「複合性」 という特徴について考慮すべきではないかとした。
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の宗教 とは国家 ・社会の構造と近 しいところに
ある宗教であり,外国か らの文明や新 しいアイ

















































































































































習合宗教 として江戸中後期 に成立 した信仰であ
ると定義 したい。 しかし,民俗信仰は島薗 も言
うようにきわめて広い意味を持ち,曖 昧なもの
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